
７ 吉岡町役場 ☎54—3111（代表）

　
令
和
元
年
度
か
ら
組
織
さ
れ
た

吉
岡
町
学
校
運
営
協
議
会
で
、町

が
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を「
優
れ

た
知
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
身

に
付
け
、国
際
社
会
に
生
き
る
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
た
、

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
」と

し
た「
よ
し
お
か
の
子 

育
成
プ
ラ

ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、町
が
目
指

す
子
ど
も
の
姿
に
向
け
た
学
校・

子
ど
も・家
庭・地
域
の
取
り
組
み

を
指
標
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、「
地
域
の
子

は
地
域
で
育
て
る
」こ
と
を
主
眼

に
置
き
、元
気
な
未
来
の
吉
岡
町

を
目
指
す
た
め
に
ご
理
解・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
と
は

　
学
校
が
地
域
や
保
護
者
と
目
標

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、地
域
と

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
健

全
に
育
て
る
た
め
の
組
織
で
す
。

よ
し
お
か
の
子 

育
成
プ
ラ
ン

一
人
一
人
が
輝
き
、健
や
か
に
伸
び
る

まちの花

町政ニュース

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局 

学
校
教
育
室

☎
26・２
２
８
６（
直
通
）

一人一人が輝き、健やかに伸びる『よしおかの子 育成プラン』

吉
岡
町
の
目
指
す

子
ど
も
の
姿

優れた知性
●基礎的基本的な知識
　技能を身につけた子
●知識技能を活用して
　課題解決に取り組む子
　　　

豊かな人間性
●思いやりのある子
●いじめを許さない子

健やかな心身
●目標に向かって努力
　する子
●心身ともに健康な子

地
域
の
取
り
組
み

●地域におけるさまざ
まな体験活動の機会
を保障し、子ども一人
一人が自らの体験に
基づいて考え工夫する
態度の育成に努める。

●知識や技能、地域の特
性を生かして、学校を
支援する。

●大人が率先して挨拶
をする。感謝の言葉を
伝える。

●子どもの顔や名前を
できるだけ覚えて、積
極的に声をかける。

●お祭りや地域行事な
ど、子どもとのふれ合
いの場を大切にする。

●地域の文化や歴史な
どを子どもに伝えて、
地域に親しみや誇り
を感じられるように
する。

●子どものよさを認め、
積極的にほめる。

●子どもを見守り、安心
安全な環境をつくる。

【地域学校協働センター
による取り組み】　
読み聞かせ、ミシン指導
など

【地域学校協働センター
による取組】
地域ぐるみの挨拶運動
など

【地域学校協働センター
による取組】
交通安全ボランティア
など

令和２年度吉岡町学校運営協議会の様子

園や学校、家庭を含む
一覧表については、

こちらをご覧ください。
（教育委員会）

「広報よしおか」をスマートフォンへ配信します。
○スキマ時間に手軽に読める
○最新号の配信をアプリで
　お知らせ
○スクロールでのページめくり
　や拡大・縮小がスムーズ ▼問い合わせ先　企画財政課　企画室　☎26-2241（直通）

１．右のQRコードから無料アプリ
　　　　　　　 をインストール
２．「お住まいの地域」で「群馬県吉岡町」を設定
※アプリは無料ですが、通信料は利用者の負担
　となります。
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町政ニュース

　

７
月
１
日
付
で
、法
務
大
臣
か

ら
福
田
由
美
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。委
員
は
主
に
、地
域
の
皆
様

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
る
こ
と

や
、人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
２
木
曜
日
に
は
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
人
権
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
任　
福
田
由
美
さ
ん（
漆
原
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

退
任　
栗
田
眞
佐
代
さ
ん（
漆
原
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課 

福
祉
室

☎
26・２
２
４
６（
直
通
）

白
地
農
地
を
農
用
地
区
域
へ
編
入

農
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め

まちの鳥

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

戦
没
者
の
ご
遺
族
へ

まちの鳥

▼
支
給
内
容　
額
面
25
万
円（
５
年

償
還
の
記
名
国
債
）

▼
支
給
対
象　
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
、公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
が
い

な
い
場
合
に
、次
の
順
序
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
１
人
。

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人
。

②
戦
没
者
な
ど
の
子
。

③
戦
没
者
の
死
亡
当
時
に
生
計
を

共
に
し
て
い
た
父
母
、孫
、祖
父

　
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
優
良

農
地
を
確
保
す
る
た
め
、農
用
地

区
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
も
の
の
、

農
地
転
用
を
行
っ
て
い
な
い
農
地

に
つ
い
て
、農
用
地
区
域
へ
の
編

入
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。こ
の

手
続
き
は
、令
和
２
年
４
月
に
除

外
申
出
さ
れ
た
案
件
に
合
わ
せ

母
、兄
弟
姉
妹（
婚
姻
や
養
子
縁
組

に
よ
り
、基
準
日
現
在
で
氏
が
変

わ
っ
て
い
る
人
は
除
く
）。

④
③
以
外
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤
①
～
④
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族（
戦
没
者
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て
い

た
人
に
限
る
）。

▼
請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日
㊎

▼
請
求
手
続
き・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課 

福
祉
室

☎
26・２
２
４
６（
直
通
）

町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
誕
生

ぶ
ど
う
と
こ
け
し
が
目
印

まちの花

　
下
水
道
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、全
国
統
一
規
格
で
作

成
し
て
い
る
カ
ー
ド
型
の
広
報
ア

イ
テ
ム「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」を

制
作
し
ま
し
た
。全
国
各
地
の
マ

ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
収
集
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。上
下
水
道
課
窓
口
で
、１
人

１
枚
ま
で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※
土・日・祝
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
配
布
し
て
い
ま
す（
年
末
年

始
除
く
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課 

下
水
道
室

☎
26・２
２
８
４（
直
通
）

人
権
擁
護
委
員

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

まちの木

て
、令
和
３
年
３
月
ご
ろ
の
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
の
際

に
行
う
予
定
で
す
。農
地
転
用
の

予
定
が
あ
る
場
合
は
、９
月
30
日

㊌
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
観
光
課 

農
業
振
興
室

☎
26・２
２
８
１（
直
通
）



９ 吉岡町役場 ☎54—3111（代表）

▼
対
象

　
町
在
住・在
宅
で
、常
時
紙
お
む

つ・尿
取
り
パ
ッ
ド
を
使
用
し
、次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
65
歳
以
上
で
要
介
護
3
か
ら
5

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

●
3
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳

1
級・
2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ

を
持
つ
人

※
施
設
な
ど
に
入
院
入
所
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

▼
助
成
上
限
額　
１
０
，０
０
０
円

▼
申
請
期
間

９
月
１
日
㊋
～
９
月
30
日
㊌

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

●
申
請
書（
介
護
高
齢
室
窓
口
、ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
令
和
２
年
４
月
１
日
～
９
月
30

日
の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書

●
介
護
保
険
証
、障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
の
写
し

▼
提
出・問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課 

介
護
高
齢
室

☎
26・２
２
４
７（
直
通
）

紙
お
む
つ・尿
取
り
パ
ッ
ド
の
購
入
を
助
成

申
請
は
９
月
中
に

まちの花

　
町
で
は
長
寿
を
お
祝
い
し
、敬

老
の
意
を
表
す
る
た
め
、対
象
の

年
齢
に
な
る
人
を
訪
問
し
て
い
ま

す
が
、本
年
度
は
訪
問
を
中
止
し

ま
す
。そ
の
た
め
、訪
問
の
際
に
支

給
し
て
い
た
敬
老
祝
金
な
ど
は
、

次
の
よ
う
に
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
方
法

令
和
２
年
度
中
に
満
80・85
歳
の
人

祝
金
を
本
人
の
口
座
へ
振
込

　
長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
人

た
ち
へ
、感
謝
す
る
と
と
も
に
長

寿
を
祝
福
す
る
た
め
に
、毎
年
開

催
し
て
い
る
敬
老
福
祉
大
会
で
す

が
、来
場
者
の
皆
さ
ま
の
健
康
と

安
全
を
最
優
先
と
し
、本
年
度
は

開
催
中
止
と
し
ま
す
。

祝
金
な
ど
の
支
給
方
法
の
変
更

敬
老
と
長
寿
を
お
祝
い

まちの木

令
和
２
年
度
中
に
満
88・
90・
95・

101
歳
以
上
の
人

祝
金
を
本
人
の
口
座
へ
振
込

祝
品
を
配
送

（
い
ず
れ
も
９
月
１
日
現
在
で
、１

年
以
上
吉
岡
町
に
住
所
が
あ
る
人
）

※
対
象
者
に
は
、詳
細
を
通
知
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課 

介
護
高
齢
室

☎
26・２
２
４
７（
直
通
）

　
な
お
、本
年
度
顕
彰
受
賞
者（
90

歳
到
達
者
）・
金
婚
祝
い（
結
婚
50

年
以
上
の
夫
婦
）に
つ
い
て
は
令

和
３
年
度
の
敬
老
福
祉
大
会
で
表

彰
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

☎
54・３
９
３
０

「
令
和
２
年
度 

敬
老
福
祉
大
会
」の
開
催
中
止
に
つ
い
て

新
規
採
用
職
員
　石
橋
　広
樹
　（住
民
課
）

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ（
７
月
１
日
付
）
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